




要約:小児がんの年長児に対するターミナルケアにおいては、年少児に比しいくつかの特

殊性を有しており様々な配慮が必要である。①死に対する認識がより明瞭になり、不安感

等がより大きくなること、②周囲の人間、環境に対して複雑な心理的な反応を示すこと、

③自分の気持ち、感情を素直に表現できないことが多いこと、④身体的に発育して家庭で

の家族によるケアが困難になること、などがその主な点であり、病院での精神的な援助を

中心としたターミナルケアがより重要であると思われた。


